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内　　　容曜
日日月

本会議（提案理由説明）月７

６

本会議（一般質問）木１０
本会議（一般質問）金１１
本会議（一般質問）月１４
本会議（一般質問）予備日火１５
本会議（質疑）水１６
文教生活常任委員会
都市環境常任委員会木１７

企画総務常任委員会
保健福祉常任委員会金１８

本会議（表決）月２８
※会議の日程・時間等は変更になることがあります。

　本会議・委員会を下表のとおり
開催します。開会時間は午前１０時
です。ただし、６月７日は午後１
時です。

□問 議会事務局11７２４・２５５０

６月定例会を開催します

市議会のうごき

議会を傍聴しましょう

　

薬
師
池
公
園
の
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
１
７

１
種
、
約
２
２
０
０
株
と
、
ア
ジ
サ
イ

　

種
、
１
８
０
０
株
が
咲
き
始
め
ま

４６す
。
季
節
の
花
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

○
開
園
時
間　

午
前
６
時
〜
午
後
７
時

○
交
通　

小
田
急
線
町
田
駅
北
口
Ｐ
Ｏ

Ｐ
ビ
ル
先　

番
乗
り
場
か
ら
本
町
田
経

２１

由
野
津
田
車
庫
行
き
か
本
町
田
経
由
鶴

川
駅
行
き
バ
ス
で
「
薬
師
池
」
下
車
３

分□問
 

公
園
緑
地
課
11
７
９
３
・
７
６
１
１

　

町
田
え
び
ね
苑
で
も
様
々
な
色
の　
１７

種
、
約
５
０
０
０
株
の
ア
ジ
サ
イ
が
見

頃
に
な
り
ま
す
。
期
間
中
に
ぜ
ひ
ご
覧

下
さ
い
。

○
開
苑
期
間　

６
月
７
日
（
月
）
〜　
１６

日
（
水
）

○
開
苑
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後

３０

３
時　

分
３０

○
交
通　

前
記
の
「
薬
師
池
」
下
車
徒

歩
５
分
。
ま
た
は
、
町
田
バ
ス
セ
ン
タ

ー
１
番
乗
り
場
か
ら
藤
の
台
団
地
行
き

バ
ス
で
「
藤
の
台
団
地
」
下
車
、
徒
歩

５
分

※
薬
師
池
公
園
、
町
田
え
び
ね
苑
と
も

に
入
園
は
無
料
で
す
。

※
え
び
ね
苑
は
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
風
雨
な
ど
に
よ
り
、
危
険

と
判
断
し
た
時
は
一
時
閉
苑
し
ま
す
。

□問
 

公
園
緑
地
課
11
７
９
３
・
７
６
１
２

　

５
月　

日
に
横
須
賀
港
へ
米
空
母
キ

２４

テ
ィ
ホ
ー
ク
が
入
港
し
、
艦
載
機
が
厚

木
基
地
に
飛
来
し
ま
し
た
。
通
常
、
空

母
が
入
港
し
て
か
ら
約
２
週
間
後
に
、

こ
れ
ら
の
艦
載
機
に
よ
る
飛
行
訓
練
が

再
開
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、

激
し
い
騒
音
被
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

特
に
、
南
風
の
吹
く
夏
季
は
町
田
市

上
空
を
通
過
し
て
の
着
陸
が
多
く
（
飛

行
機
は
風
上
に
向
か
っ
て
離
着
陸
し
ま

す
）
、
離
陸
に
比
べ
飛
行
高
度
が
低
く

な
る
こ
と
か
ら
、
冬
季
よ
り
騒
音
が
大

き
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
飛
行
訓
練
は
空
母
出
港
ま
で
続

け
ら
れ
ま
す
が
、
訓
練
内
容
・
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
等
の
情
報
は
公
開
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
空
母
出
港
時
期
に
つ
い
て

は
、
例
年　

月
ご
ろ
に
な
る
こ
と
が
多

１０

い
よ
う
で
す
が
、
軍
事
上
の
理
由
に
よ

り
一
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
深
刻
な
環
境
問
題
と
し
て

 
捉 
え
、
他
自
治
体
と
連
携
す
る
な
ど
、

と
ら米

軍
及
び
日
本
政
府
に
対
し
て
効
果
的

な
要
請
、
抗
議
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

な
か
な
か
改
善
さ
れ
な
い
状
況
で
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
航
空
機
騒
音
の
防

止
対
策
等
に
つ
い
て
粘
り
強
く
要
請
し

て
い
き
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
か
ら
も

騒
音
が
激
し
い
と
き
に
は
、
米
軍
や
基

地
を
提
供
し
て
い
る
日
本
政
府
に
対
し

て
抗
議
す
る
な
ど
、
こ
の
問
題
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

【
米
軍
・
日
本
政
府
の
問
い
合
わ
せ

先
】

○
米
海
軍
に
関
す
る
こ
と

　

米
海
軍
厚
木
基
地
渉
外
部
（
11
０
４

６
７
・　

・
２
６
６
４
、
ほ
と
ん
ど
の

７８

場
合
テ
ー
プ
が
流
れ
て
い
ま
す
が
、
連

絡
先
を
伝
え
れ
ば
、
極
力
折
り
返
し
電

話
す
る
と
の
こ
と
で
す
）

○
基
地
に
起
因
す
る
問
題
等
に
関
す
る

こ
と

　

防
衛
施
設
庁
（
東
京
防
衛
施
設
局

広
報
官
11
０
４
８
・
６
０
０
・
１
８
０

４
、
総
務
部
総
務
課
広
報
調
査
室
11　
０３

・
３
２
６
８
・
３
１
１
１
）

○
日
米
問
題
に
関
す
る
こ
と

　

外
務
省
（
北
米
局
日
米
安
全
保
障
条

約
課
11　

・
３
５
８
０
・
３
３
１
１
）

０３

　

な
お
、
市
で
は
航
空
機
騒
音
に
関
す

る
情
報
を
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
覧

下
さ
い
。

【
町
田
市
の
問
い
合
わ
せ
先
】

○
騒
音
状
況
等
に
関
す
る
こ
と

環
境
・
産
業
部
環
境
保
全
課
11
７
２
４

・
２
７
１
１

○
要
請
活
動
等
に
関
す
る
こ
と

企
画
部
企
画
調
整
課
11
７
２
４
・
２
１

０
３

町
田
市
長寺

田　

和
雄

　

町
田
市
は
、
非
核
平
和
都
市
を
宣
言

し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
数
年
来
、

戦
時
資
料
の
収
集
や
調
査
を
続
け
て
い

る
が
、
そ
れ
ら
の
報
告
を
見
な
が
ら
、

私
は
、
日
本
の
敗
色
濃
か
っ
た
昭
和
二

十
年
、
特
に
五
月
二
十
五
日
と
い
う
日

が
、
わ
が
町
田
に
お
い
て
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
出
来
事
の
あ
っ
た
日
と

し
て
記
憶
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
の
前
年
の
十
九
年
八
月
頃

か
ら
都
内
学
童
の
集
団
疎
開
や

縁
故
疎
開
が
実
施
さ
れ
、
町
田
地
方

（
当
時
は
合
併
以
前
で
一
町
四
村
で
あ

っ
た
）
に
も
、
寺
院
な
ど
二
十
一
箇
所

に
品
川
区
の
鈴
ヶ
森
、
伊
藤
、
立
合
国

民
学
校
学
童
六
百
八
十
九
名
が
疎
開
し

て
き
た
。
そ
の
頃
の
町
田
地
方
に
は
大

き
な
建
物
と
い
う
と
、
学
校
、
寺
院
に

限
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

昭
和
二
十
年
に
入
る
と
、
Ｂ　

な
ど

２９

の
米
軍
機
の
爆
撃
は
ほ
と
ん
ど
連
日
の

よ
う
に
続
け
ら
れ
、
次
第
に
主
要
都
市

か
ら
地
方
都
市
ま
で
焼
夷
弾
な
ど
に
よ

る
無
差
別
爆
撃
に
よ
っ
て
焦
土
と
化
し

て
い
っ
た
。
サ
イ
パ
ン
、
硫
黄
島
な
ど

が
米
軍
の
手
に
陥
る
と
、
や
が
て
Ｐ　
５１

ム
ス
タ
ン
グ
や
艦
載
機
の
グ
ラ
マ
ン
ま

で
が
我
が
物
顔
で
低
空
を
乱
舞
す
る
よ

う
に
な
り
、
警
戒
警
報
の
サ
イ
レ
ン
は

昼
夜
を
問
わ
な
か
っ
た
。

　

四
月
二
日
夜
、
Ｂ　

の
巨
体
が
原
町

２９

田
上
空
辺
り
で
火
ダ
ル
マ
と
な
り
、
今

の
都
立
町
田
高
校
（
当
時
は
町
田
高

女
）
の
裏
側
に
墜
落
し
た
。
ま
た
四
月

十
二
日
に
は
忠
生
村
（
図
師
）
に
爆
弾

が
投
下
さ
れ
、
防
空
壕
に
避
難
し
て
い

た
三
人
の
姉
妹
が
不
幸
に
も
亡
く
な
っ

た
。

　

そ
し
て
五
月
二
十
四
日
、
本
町
田

（
町
田
三
小
周
辺
）
に
焼
夷
弾
が
投
下

さ
れ
、
六
軒
ほ
ど
が
焼
失
し
た
。
続
い

て
五
月
二
十
五
日
か
ら
六
日
に
か
け
、

森
野
妙
延
寺
と
そ
の
周
辺
が
や
は
り
焼

夷
弾
に
よ
っ
て
十
数
軒
が
焼
失
し
、
折

か
ら
寺
院
に
疎
開
し
て
い
た
伊
藤
国
民

学
校
の
児
童
た
ち
も
被
災
し
た
。
ま
た

同
じ
よ
う
に
小
野
路
万
松
寺
と
宿
通
り

の
十
二
軒
が
被
災
し
、
こ
れ
ま
た
疎
開

中
の
鈴
ヶ
森
国
民
学
校
の
児
童
た
ち
が

焼
出
さ
れ
た
。
疎
開
中
の
子
ど
も
た
ち

が
被
災
す
る
と
い
う
不
運
で
は
あ
っ
た

が
、
幸
い
に
も
死
亡
者
は
出
な
か
っ

た
。
や
は
り
二
十
五
日
、
鶴
川
村
能
ヶ

谷
に
疎
開
中
で
あ
っ
た
神
近
市
子
氏

（
後
に
衆
院
議
員
と
な
り
売
春
防
止
法

制
定
で
活
躍
し
た
）
一
家
も
罹
災
し

た
。
な
ぜ
か
不
思
議
に
疎
開
者
が
被
災

す
る
と
い
う
こ
と
が
続
い
た
。

　

こ
の
頃
は
、
夜
と
な
る
と
都
内
や
京

浜
方
面
の
上
空
は
赤
く
染
ま
っ
て
、
町

田
地
方
か
ら
も
望
見
さ
れ
た
。
作
家
の

永
井
荷
風
も
二
十
五
日
に
焼
出
さ
れ
て

お
り
（
断
腸
亭
日
乗
）
、
都
内
は
も
と

よ
り
横
浜
方
面
も
前
後
し
て
大
被
害
を

出
し
て
い
る
。

　

多
摩
地
区
で
は
八
王
子
市
が
戦
略
爆

撃
の
目
標
と
さ
れ
、
八
月
十
五
日
の
終

戦
直
前
に
中
心
街
が
攻
撃
さ
れ
、
主
要

部
分
一
帯
が
焦
土
と
な
り
、
二
千
数
百

人
の
死
傷
者
を
出
す
と
い
う
悲

劇
に
見
舞
わ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
は
今
か
ら
五
十
九
年

前
の
出
来
事
で
、
来
年
は
終
戦

六
十
年
を
迎
え
る
。
私
は
当
時

十
四
歳
の
少
年
で
、
市
内
の
軍
需
工
場

に
学
校
か
ら
勤
労
動
員
さ
れ
勝
利
の
日

を
信
じ
て
一
所
懸
命
に
働
い
て
い
た

が
、
八
月
十
五
日
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受

そ
の　
１３

諾
を
告
げ
る
天
皇
の
ラ
ジ
オ
放
送
を
茫

然
と
し
て
聴
い
た
。

　

か
つ
て
「
銃
後
」
と
い
う
言
葉
が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
近
代
戦
は
前
線
も
銃

後
も
な
く
、
老
人
も
子
ど
も
た
ち
も
同

じ
よ
う
に
被
害
を
受
け
た
。
私
は
今
、

し
き
り
と
イ
ラ
ク
の
子
ど
も
た
ち
を
想

う
。

（
な
お
、
戦
時
資
料
収
集
お
よ
び
非
核

平
和
事
業
に
つ
い
て
は
、
企
画
部
企
画

調
整
課
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
） 小野路町万松寺に落とされた焼夷弾

学童数学　寮　名国民学校名所在地
１６妙 福 寺鈴ヶ森

鶴 川 村
２６慶 性 寺〃
３６安 全 寺〃
２０千 手 院〃
２８万 松 寺〃
１９福 昌 寺〃

忠 生 村
４６長 慶 寺〃
２０円 福 寺〃
５９大 泉 寺〃
３７養 樹 院〃
２９（第一）浄雲寺伊　藤

町 田 町
２４（第二）妙延寺〃
１９（第三）養運寺〃
２０（第四）宏善寺〃
５６（第五）東雲寺〃

南 村
３１（第六）福寿院〃
３８（第七）公会堂〃
４４（第八）円成寺〃
３５宝 泉 寺立　会

堺 村 ３０福 生 寺〃
５６長 泉 寺〃

市域の集団学童疎開受け入れ状況

（町田市史より）

薬
師
池
公
園
の

ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
な
ど

町
田
え
び
ね
苑
の

ア

ジ

サ

イ

※議会中継はインターネットでもご覧いただけます。


